
   登下校時   

愛知県立尾北高等学校 南海トラフ地震の注意情報または警戒宣言が発令された場合の対応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
1 交通機関を利用している生徒について 

 運転管理者の指示に従い、小グループごとに安全を確認した上で帰宅する。 

2 徒歩または自転車で通学している生徒について 
 発令を確認したうえで帰宅する。 

 

※  注意情報または警戒宣言が解除されるまで自宅待機とする。 

※  前兆が捉えられないまま、突発的に地震が発生する場合もある。 

緊急地震速報 ： テレビ・ラジオ放送等を通じて一般へ情報提供される。 

 

警戒宣言発令 

予知情報 

安心情報 

注意情報 

在校時 

在校時 1 直ちに授業、学校行事等は中止し、下校する。 

教室で諸連絡を受けた後、下校する。 

2 下校方法 
 (1) 交通機関を利用している生徒について 
  交通機関は正常に運行されている。 
  いつもの通学方法で小グループごとに下校する。 
 (2) 徒歩または自転車で通学している生徒について 
  小グループごとに下校する。 

 

南海トラフ地震が発生するおそれがあると判断された場合（３ヶ所以上の歪計で有意な変化を観測） 

この情報に基づいて内閣が「警戒宣言」を発令 

 

「警戒宣言」発令と共にサイレンが一斉に鳴らされる(45秒ずつ3回） 

1 直ちに授業、学校行事等は中止し、下校する。 

下校の用意をし、靴に履きかえ、避難訓練時の場所・隊形に 

整列。学校からの諸連絡後、下校する。 

2 下校方法 
 (1) 名鉄犬山線を利用している生徒について 
  ア 犬山方面は運行する予定なので、いつもの通学方法で 

   小グループごとに下校する。 
  イ 名古屋方面は岩倉駅止まりとなる。岩倉からは徒歩 
   による帰宅となるので、帰宅ルートを考えておく必要 
   がある。なるべく小グループを作って下校する。 
   （通学距離10kmは徒歩で約2時間を要する。） 
 (2) 徒歩または自転車で通学している生徒について 
  小グループごとに安全を確認しつつ下校する。 

 

南海トラフ地震のおそれがなくなったと判断された場合 
南海トラフ地震発生後、地震活動（余震）が収まりつつあることが認められた場合 

 

地震の可能性が高くなった状態（２カ所の歪計で有意な変化を観測） 

注意情報発表から警戒宣言発令までは、一定の時間（気象庁のシミュレーション 

では数時間から１０数時間）が確保できると見られている。 

 


